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EDA-complex の形成に基づく新らしい電子状態が存在する。したがって、 EDA- cOITl:plex の励起
状態にわいては特異的な化学反応性を示すことが充分に期待される。




第 1 章では、ベンゾフェノン (B P) を電子受容体とし芳香族アミン類を電子供与体とする EDA-
complex が形成されることを電子スペクトルの測定により明らかにした。
これらのEDA-complex に液体窒素温度 (7T K) で光照射すると、 complex の励起状態において
分子間水素移動反応がおこりベンゾケチルラジカルと芳香族アミン類のラジカルが生成することを見
い出した。従来、 7T K でBP を光照射しでもベンゾケチルラジカルが生成しなかったことから、
complex 形成に起因する特異な反応と考えられる。励起状態のcomplex で認められた著しい反応性
は、その電子構造・分子構造占の関連性において理解できることを示したo
第 2 章では、 BPと芳香族アミンとのcomplex を光照射した際、生成するラジカル種が常磁性分子で




第 3 章では、 p ーベンソキノンと種々の有機分子とが形成する EDA-complex の励起状態からおこ
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る水素移動反応がcomplex の最底三重項状態の電子構造・分子構造に依存することを見い出した。
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